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質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

 

１.地域公共交通について 

 

【質問趣旨】 

 私たちにとって暮らしやす

い地域づくり、活力のある地

域振興を図るうえで「移動す

ること」は必要不可欠なこと

である。一方、近年の人口減

少、高齢者の運転免許の返納

の増加、更には地域公共交通

を維持するための公的負担の

増加等により、公共交通の維

持は難しさを増している。 

しかし、地域における移動手

段の維持・確保は交通のみな

らず、まちづくり、観光、更に

は健康、福祉、環境等様々な分

野で効果をもたらし、地域社

会全体の価値を大きく高める

ことになると言われている。 

 本市では令和元年度に瀬戸 

 

 

 

 

 

 

 

（１）本市の地域公共交通の

現状と課題について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①市内基幹バスの利用者数は平成２２年度以来、減少傾向にある。一方でコミュニテ

ィバスの利用者数は昨年コロナの影響で一時的に減少したものの、反対の増加傾

向にある。このことについて市としてどの様に評価しているか伺う。 

 

 

②高齢者等の移動を考慮した公共交通のカバー率について、バス停等が自宅から半

径３００ｍの圏内にあれば、高齢者の方がバス停まで行くことができる、という目

安の根拠はどういったものか伺う。 

 

 

③この公共交通３００ｍ圏の人口カバー率、市全域で現在８７％をカバーしている

が２０２３年での目標値が９０％である。具体的にどのような方法でカバー率を

上げていくのか伺う。 

 

 

④ドア・ツー・ドアの送迎を行うタクシーに準じた利便性と、乗合・低料金というバ

スに準じた特徴を兼ね備えた移動サービスであるデマンド型タクシーも、既存の

交通手段に替わりうるものの一つであると期待されている。平成２９年に約半年

をかけ、下半田川線地域におけるデマンド型タクシーの社会実験が実施、検証され

た。その結果、平成３１年度（令和元年度）にこの地域の公共交通の再構築がなさ

れなかった理由を伺う。 
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質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

市地域公共交通網形成計画を

策定し、将来像「住みたいまち 

誇れるまち 新しいせと」の

実現に向け鋭意推進中ではあ

りますが、わが街の地域公共

交通活性化のため私なりの視

点から質問をしてまいりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）利用しやすい交通環境

の構築のために 

 

 

 

 

 

 

 

⑤平成２９年度、低速電動バスによる約半年の社会実験の後、平成３０年８月より２

台のガソリン車により本格運行が始まった菱野団地住民バスの現状と課題につい

て伺う。 

 

 

①令和２年２月、陶生病院のバスロータリーの供用開始に伴い各種バスの乗り入れ

が始まり、バスロータリーのハブ化推進が実施されているが現状と課題について

伺う。 

 

 

②尾張旭市、長久手市等隣接市に立地する生活利便施設等との相互連携、交流を図る

ための公共交通の乗り入れについて具体的にその評価を伺う。 

 

 

③パーク＆ライド駐車場やサイクル＆ライド駐輪場等のこれまでの施設整備につい

て新規・既設を問わずどのような課題があるか伺う。 

 

 

④バリアフリー化を含めた駅、バス停等の待合環境の改善についての現状と課題に

ついて伺う。 
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（３）これからの地域公共交

通について 

 

⑤将来的な中水野駅周辺や、せと赤津 IC周辺のまちづくりと連携し、乗り換え拠点

の形成とともに新たな交通ネットワーク構築についてどのような検討、議論がさ

れたのか伺う。 

 

⑥誰もが利用しやすい交通環境の構築のため、交通系 ICカードやバスロケーション

システムの導入についての見解を伺う。 

 

⑦コミュニティバスに係る公共交通マップ及びポケットサイズ時刻表についてどの

ように評価されているか伺う。 

 

 

①本市は自動運転システムに関係する企業・大学や同システムの導入を県内市町村

が参画する「あいち自動運転コンソーシアム」に加盟しております。従って先進的

な地域づくりの展開のため、実証エリアの提供など積極的に取り組む必要がある

と考えるが市の見解を伺う。 

 

 

②地域公共交通の活性化及び再生に関する法律等の一部を改正する法律が令和２年

１１月２７日に施行されたことにより、本市として具体的にどのような取り組み

を進めていくのか伺う。 


